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6～7 週齢の SD Rat を用い、食道体外牽引モデルを作成し、牽引（Traction）群（以
下 T 群）、牽引を加えない（Non-Traction）群（以下 NT 群）、Control として Normal








った。また、nNOS、S-100 で Auerbach 神経叢の染色を施行した。 
 
結   果 
牽引食道長は T 群で 8.0±1.2mm（mean±SD）に延長し、NT 群 3.6±0.9mm と
比べ有意に延長していた。部位別では T 群で噴門～中間点 3.6±0.5mm、中間点～断
端 4.4±1.1mm と部位別の食道長では有意差を認めなかった。牽引により食道は全
体が均一に延長していた。 
粘膜厚は T 群 8.6±4.0μm、NT 群 12.2±4.3μm、N 群 11.7±5.1μm でいずれ
の群でも有意差を認めず、各群部位別検討でも有意差を認めなかった。筋層厚は T 群 
93.4±21.4μm、NT 群 85.5±40.7μm、N 群 142.3±38.7μm で T 群、NT 群は N
群と比べて、筋層厚が薄くなる傾向にあったが、有意差を認めなかった。また各群部
位別の検討でも有意差を認めなかった。Ki-67 発現率は粘膜で T 群 33.9±2.9%、NT
群 11.6±5.4%、N 群 25.2±5.1%で T 群の発現率が有意に高く（p＜0.05）、NT 群は
他の 2 群に比べ発現率は有意に低かった（p＜0.01）。筋層での発現率は T 群 8.2±
5.0%、NT 群 1.7±1.0%、N 群 3.0±1.3%と T 群で有意に発現率が高かった（p＜0.05）。
各群部位別検討では有意差を認めず、細胞増殖活性は牽引により食道全域で亢進して
いた。 
 nNOS、S-100 で染色された Auerbach 神経叢は各群各部位で確認可能であった。 
 














 また本実験で Auerbach 神経叢を全域で確認したが、消化管の運動機能に関しては
評価できておらず、さらなる検討が必要である。 
牽引により食道は均一に延長し、全域で細胞増殖活性が亢進していた。食道延長に
は物理的伸展のみならず、細胞増殖活性亢進も関与している可能性が示唆された。 
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